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鎌田勉･Th田和夫 (北大 ･歯 ･生理)
前年皮では周波数の変化する人工雷の弁別を行
わせたが,本年度ではニホンザルの音ftlを披験音
とした｡予め録音してあったニホンザルの音Tlf
のうちcoo音のSmoorhearlyhigh (SEH)と
Smoofhlatehigh (SLH)をディジタイズして
コンビュ-タフTイルとし,ディジタルフィル
ターを使用して.倍音 (H)成分に分離した｡
苅1に下からH4個を含むSEHと.これ如 寺
rul的に逆順に再生した音声 (SLH相当)との問
甲弁別を行わせたところ,サルは容易に区別でき
なかった｡披験音をhighcutしないSEHとその
逆JrUiを課題としても同様に正答率が悪かった.そ
こで.第2に,別々のSEH,SLH原音の弁別を
行わせたところ,SEHに対してSLHは100%近
く正答したが,同時にランダムに課 している
SLHに対してSEHを弁別させる課題には正答率
ははじめ低く,次第に上昇した｡これを3試行
行った後最後に,再びSEHとその逆順のSLHと
の弁別について,次のH成分の問の弁別を行わ
せた｡
HOから4の4個からなる音声,Hl個のみ,
このHl個以外の3個からなる音声｡この弁別課
題をHO,1,2,3のおのおのについて,1日1H
を対象として,上記3組を20トライアルずつ,2
試行行った｡H4個のSEHとSLHの弁別は,H
l個のみの問の弁別よりも容易であった｡また対
象下以外の3Hを含む音jTf問の弁別も4Hと同程
皮の成約を示した｡しかしHl個のみの弁別の4
つの場合のうち,どのHの弁別が容易であるか
を結論することは困難であった｡
課 題 7
計画7-1:
チンパンジーの道具使用によるT型指迷路課題解
決を通じてみた手の使用
太田裕彦 (阪大 ･人間科学)
霊長類の利き手に関し,課題場面での実験的研
究はこれまでにもなされてきた (MacNeilageet
a1.,1987)が,手の使用と課題の習熟過程との
関係はあまり論じられていない｡そこで昨年度の
本共同利用研究において,ニホンザルを対象に
課磁解決に際して比較的長時間のReachingと
Manipulationを安する指迷路課題を与え,利き
手と課題学習との関連性を検討した｡今回.チン
パンジーを対象として同様の指迷路課題を与えた｡
但し,課題解決に際して椎 (割箸)を用いること
が必要な条件設定が前回とは只なる点である｡
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